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議事１
景観重要建造物の指定について（諮問）

1

資料１



景観重要建造物の制度概要

景観法に基づき，景観行政団体の長（新潟市長）が地域の
景観形成上重要な建造物（建築物及び工作物）を所有者の意
見を聴いたうえで，指定方針及び指定基準に基づき指定し，
地域の個性ある景観づくりの核として，保全を図る制度

景観法 第１９条（景観重要建造物の指定）
第２０条（景観重要建造物の指定の提案）
第２１条（指定の通知等）
第２２条（現状変更の規制）
第２３条（原状回復命令等）
第２４条（損失の補償）
第２５条（景観重要建造物の所有者の管理義務等）
第２６条（管理に関する命令又は勧告）
第２７条（指定の解除）

2



指定する建造物

上大川前通り

旧小澤家住宅
（市指定文化財）

旧片桐家住宅
（登録有形文化財）

景観計画特別区域

旧小澤家住宅周辺地区：青線

北
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土蔵
蔵前

主屋

北旧片桐家住宅（航空写真）

黄点線・・敷地範囲 赤点線・・景観重要建造物指定範囲（案）
青 色・・登録有形文化財の範囲 4

指定の範囲（案）



指定の範囲（案）

旧片桐家住宅 配置図

五菜堀（御祭堀）

上
大
川
前
通
り

旧片桐家住宅
主屋

旧片桐家住宅
土蔵・蔵前
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指定の範囲（案）

五菜堀（御祭堀）

上
大
川
前
通
り

【景観法施行規則抜粋】

（景観重要建造物の指定基準）

道路その他の公共の場所から公衆

によって容易に望見されるものであ

ること。

6

庭園は道路から一部の樹木が見える状況のため指定しない
道路から見える樹木の保全は「景観計画の景観形成基準」で保全を図る



旧片桐家住宅主屋の概要

名称 旧片桐家住宅 主屋

建築年 明治３５年

構造 木造 平屋建て

南面 東面 7



旧片桐家住宅主屋の外観の特徴

外観の特徴

屋根：寄棟及び切妻
外壁：大和張り，漆喰塗り

下見板張り

大和張り

漆喰塗り

下見板張り

8

南面

東面



旧片桐家住宅土蔵・蔵前の概要

名称 旧片桐家住宅 土蔵・蔵前

建築年 明治時代前期

構造 土蔵造 一部 木造 一部２階建て

9南面



旧片桐家住宅土蔵・蔵前の外観の特徴

外観の特徴

屋根：切妻
外壁：漆喰塗り，下見板張り

下見板張り

漆喰塗り

10

南面



指定までの流れ

景観審議会

指定・公告

条例に基づき景観審議会に意見
を聴きます。（諮問・答申）

景観重要建造物を指定し、
公告を行い，標識を設置します。
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議事２ 新潟都心の良好な景観について
① 柾谷小路周辺地区について 1

資料２－１



本日の説明内容（意見を伺う内容）

2

【本日の説明内容】
柾谷小路周辺地区景観ガイドライン案（資料2-2）

※同様の内容を地権者等に対して意見聴取を実施中

①令和２年３月策定の「古町地区将来ビジョン」に基づき
検討を進める

②上記ビジョンに基づく景観形成の方針案

前回の説明内容

①景観形成基準を適用する区域

②景観形成の方針

③景観形成基準：建築物・工作物，屋外広告物のルール
（建築物等を新築や改修等する際に適用する）



景観形成基準を適用する区域案

●NEXT21 ●古町ルフル

●旧三越

寄居町
交差点

●

【柾谷小路周辺地区】
国道７号鏡橋交差点から国道１１６号寄居町交差点まで

（以下，柾谷小路）と柾谷小路に面する敷地

●
鏡橋
交差点

北
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景観形成の方針（案）

（ア）社会環境の変化にも耐えうる，訪れたくなる魅力的な都市空間の形
成を図る。

（イ）小規模な敷地は共同化するなど，土地の高度利用を図り，ピロティ
やアトリウム等のオープンスペースを設け，人々の交流を促す景観
づくりを進める。

（ウ）時代の変遷に影響を受けない洗練されたデザインなどにより，新潟
都心としての風格を感じる景観づくりを進める。

（エ）建物のガラス面などからの透過光やライトアップ等の灯りにより上
質な夜間景観づくりを進める。

（オ）緑化により，うるおいとやすらぎを感じる景観づくりを進める。

今後の技術革新など，社会環境の変化を考慮し
都心に求められる価値・空間を考慮
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景観形成基準（案）について

※資料2-2の景観形成基準の表における右端列の番号と
本資料の見出し番号が対応しています
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①建物の高さと敷地の大きさ

敷地は共同化し，建物は大きく建てる

複数の小規模な敷地を集約化する

○△ビル

柾谷小路 柾谷小路
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②建物の配置・壁面の位置

柾谷小路に面する壁面は揃える
直交する道路に面する壁面は後退する

柾谷小路

柾谷小路に接するよう揃え，建物が建ち並ぶ景観を維持

壁面を後退し
空地を設ける

7



③建物の１・２階部分の壁面

柾谷小路に面する部分は
ピロティなどオープンスペースを設ける

アーケード

ピロティ
歩道

植栽やベンチ等を設置して人の交流を促すような空間とする 8



④建物の屋根形状など

屋根は平らな形状（陸屋根）とする
塔屋・アンテナ類は柾谷小路から目立たない位置

塔屋やアンテナは
目立たない位置に配置平らな屋根

9



➎建物や工作物の色彩

建物の外壁や工作物で使用できる色彩は
白，灰色，黒，茶色など鮮やかさを抑えた色

青色系の例

Ｎ １ ２ ３ ４ ６ ８ 10 12 14 Ｎ １ ２ ３ ４ ６ ８ 10

彩度

９

８

７

６

５

４

３

２

１

明
度

９

８

７

６

５

４

３

２

１

赤線：建物外壁の色 青線：工作物の色
黒点線：現在建物で使用できる色

茶色系の例

10※印刷されている色は，実際の塗装色等と異なる場合があります。



⑥建物の外壁などの仕上げ材料

外壁仕上げ材は石，石調，タイル，金属板など

壁面の仕上げ材料には石などを使用する 11



⑦建物の１・２階部分のデザイン

柾谷小路に面する１・２階は透明な材料を多用する
シャッターを設ける場合はグリルシャッターとする

ガラスなど透明な材料の壁面とグリルシャッターを併用
⇒営業時間外も屋内が見通せる 12



⑧３階以上の窓面に表示する広告

原則，３階以上の窓面に貼り付けない
やむを得ず表示する際は「文字のみの表示」とする

やむを得ず
表示する際は
文字のみを表示

COFFEE SHOP

13



⑨建物のバルコニー・屋外階段

バルコニーは柱から突き出さない・見通せない構造
屋外階段は柾谷小路以外の面に配置

バルコニーの手摺は
内側が見えないような構造

屋外階段は
柾谷小路以外の面に配置

14



⑩駐車場の出入口の位置

柾谷小路に面して出入口を設けない

柾谷小路

車の出入口は柾谷小路以外の道路に配置 15



⑪建物の照明設備（夜間景観）

窓面からの透過光，外壁などのライトアップにより
温かみのある夜間の景観を演出する。

壁面のライトアップ 窓面の透過光 樹木のライトアップ

照明の色は電球色に近い色を使用する 16



⑫空調室外機

柾谷小路から見えないよう目隠しするなど工夫する

ルーバー

17



⑬外構

柾谷小路と敷地は段差を設けない
敷地の舗装の素材・色彩は歩道と同様なものにする

歩道 敷地 18



⑭緑化

空地等には高木等の植栽を設ける
四季の演出を考慮した樹種を選定する

ピロティや空地に植栽を設ける・開花時期等を考慮 19



⓯自動場販売機

柾谷小路に面して設けない
必要な場合は，建物と一体の意匠とする

柾谷小路（歩道）

自動販売機が柾谷小路側に出っ張らないよう工夫する 20



⑯全ての屋外広告共通

３階以上の部分には非自家用広告は設けない

市役所はこの先
１km

３階以上の
部分

○△ビル

21



⑰屋上広告（その１）

表示内容はビル名称などとする
建物壁面と連続し，骨組みが見えない形状

広告物に照明を設ける場合は
バックライト式か箱文字内照式とする

バックライト式

箱文字内照式

22



⑱屋上広告（その２）

広告物のベース色（地の色）は建物と合わせる
写真やキャラクター等は使用しない

広告物の地の色（ピンク）と外壁（白色）が合っていない

○△ホテル

23



⑲壁面広告（その１）

３階以上に複数設置する場合は位置を揃える
地の色は建物の外壁と合わせる

レストラン ＢＯＯＫ

位置を揃える
（例：横に揃える）

広告物に
照明を設ける場合は
箱文字内照式か

バックライト式とする

色を外壁と合わせる
（この場合は白色）

24



⑳壁面広告（その２）

３階以上の広告物はキャラクターは使わない

市役所まで
徒歩１５分

25



突出広告（その１）

柾谷小路に面して設置しない
（建物１・２階部分の小規模なものは設置可能）

1・２階部分の小さな突出広告は設置可能

21

26



㉒突出広告（その２）

柾谷小路に面して設置しない
（建物１・２階部分の小規模なものは設置可能）

複数設置する場合は位置を揃え綺麗に見せる 27



地権者等から意見聴取

【景観法などに基づく規制への移行手続き開始】
（１）地権者等説明
（２）市民意見募集
（３）都市計画審議会
（４）景観審議会
（５）市議会（景観条例改正）

景観審議会（本日）

柾谷小路周辺地区における今後の流れ

景観ガイドラインの公表

意見を踏まえ修正

法令に基づく規制への移行について地権者等の一定の合意

28
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柾谷小路周辺地区 景観ガイドライン（案） 

 

１ 地区名 

   柾谷小路周辺地区 

 

２ 柾谷小路周辺地区の範囲 

    国道７号鏡橋交差点から国道１１６号寄居町交差点まで（以下，柾谷小路という）及びこ

れに面する敷地。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 景観形成の方針 

（ア）社会環境の変化にも耐えうる，訪れたくなる魅力的な都市空間の形成を図る。 

（イ）小規模な敷地は共同化するなど，土地の高度利用を図り，ピロティやアトリウム等の

オープンスペースを設け，人々の交流を促す景観づくりを進める。 

（ウ）時代の変遷に影響を受けない洗練されたデザインなどにより，新潟都心としての風格

を感じる景観づくりを進める。 

（エ）建物のガラス面などからの透過光やライトアップ等の灯りにより上質な夜間景観づく

りを進める。 

（オ）緑化により，うるおいとやすらぎを感じる景観づくりを進める。 

 

４ 景観形成基準（●：義務基準，○：努力基準） 

対象事項 景観形成基準(行為制限) 番号 

建

築

物 

 

 

高さ ○できるだけ高層の建築物とするよう努めること。 ① 

配置 ○柾谷小路に面して建築物が建ち並ぶ景観を維持するため，柾谷小路に面す

る３階以上の外壁の位置が柾谷小路に接して揃うよう努めること。 

○柾谷小路と直交する道路に面する外壁（これに代わる柱の面を含む）は後

退するよう努めること。 

○植栽やテーブル，ベンチの設置など人々の交流を促す空間を創出するため，

柾谷小路に面する１・２階部分はアトリウムやピロティなどのオープンス

ペースを設けるよう努めること。 

② 

 

② 

 

③ 

北 

●古町ルフル ●NEXT21 

●旧三越 

寄居町 
交差点 
  ● 

● 
鏡橋 
交差点 

資料２-２ 
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敷地 ○敷地はできるだけ共同化し，敷地面積を大きくするよう努めること。 ① 

形態 

意匠・ 

色彩 

○屋根は陸屋根とするよう努めること。 

○塔屋は柾谷小路から見えにくい位置に配置するよう努めること。 

●道路から見える外壁の色彩は，マンセル値によるものとし，表のとおりと

すること。強調色（アクセントカラー）については，この限りではないが，

使用部分は１・２階部分とし，使用面積（複数の強調色を使用する場合は

合計使用面積）は，使用する壁面の１０分の１以下とすること。 

  

色相 明度 彩度 

無彩色 ３～９．５  

２．５Ｙ～５Ｙ 

３～９．５ 
６以下 ２．５ＹＲ～１０ＹＲ 

１０Ｒ 

上記以外 ２以下 

○外壁の仕上げ材は金属板，タイル，石又は石調の材料を使用するよう努め

ること。 

○建物内部の活動が外部から望める空間とするため，柾谷小路に面する１・

２階の壁面は，ガラスなどの透明な材料を多用するよう努めること。 

○夜間の柾谷小路の景観が閉鎖的になることを避けるため，１階にシャッタ

ーを使用する場合はグリルシャッターを使用するよう努めること。 

○３階以上の窓面には，広告を内側から貼り付けないよう努めること。やむ

を得ず設置する場合は，切り文字とするよう努めること。 

○バルコニーは柱面から突き出さない形状とし，バルコニーの内側が見える

ことを避けるため，手すりに柵やガラスなどの透明な材料を用いないよう

努めること。 

○屋外階段は柾谷小路に面して設置しないよう努めること。ただし，やむを

得ず柾谷小路に面して設置する場合は，ルーバー等により適切な覆いで隠

すよう努めること。 

○柾谷小路に面する部分に駐車場の出入口を設けないよう努めること。 

④ 

④ 

➎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

⑨ 

 

 

⑨ 

 

 

⑩ 

建築 

設備等 

○窓面からの透過光や壁面，植栽のライトアップなどにより，上質な夜間景

観を演出するため，適切に照明設備を設置するよう努めること。 

○照明の色温度は，温かみを感じられるよう３０００Ｋ以下とするよう努め

ること。 

○空調室外機は柾谷小路から見えない位置に設置するか，又はルーバー等に

より適切な覆いで隠すよう努めること。  

⑪ 

 

⑪ 

 

⑫ 

外構等 ○道路と敷地が一体となった連続性のある空間となるよう，道路と敷地が接

する部分は段差を設けないよう努めること。ただし，地形によりやむを得

ない場合は，この限りでない。 

○柾谷小路に面する外構舗装は柾谷小路の歩道部分と同じような素材・色彩

とするよう努めること。 

○敷地内の空地や建築物の屋上，テラス，外壁，窓辺等を活用し緑化を図る

よう努めること。 

○植栽は高木性の樹木を多く植えるよう努めること。 

⑬ 

 

 

⑬ 

 

⑭ 

 

⑭ 
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５ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項 

（●：義務基準＝規格基準＝許可基準，○：努力基準＝景観事前協議での審査基準， 

―:現在と同じルール） 

 

○開花時期の異なる樹種や落葉樹など，四季の演出を考慮して植栽の樹種を

選定するよう努めること。 

○柾谷小路に面する部分に屋外駐車場の出入口は設けないよう努めること。 

⑭ 

 

⑩ 

工

作

物 

 

配置 ○アンテナや通信用鉄塔などは柾谷小路から見えにくい位置に設置するよう

努めること。 

④ 

形態 

意匠・ 

色彩 

●色彩は，マンセル値によるものとし，表のとおりとすること。強調色（ア

クセントカラー）については，この限りではないが，使用部分は地上６ｍ

以下の部分とし，使用面積（複数の強調色を使用する場合は合計使用面積）

は，使用する壁面の１０分の１以下とすること。 

 

色相 明度 彩度 

無彩色 １～９．５  

２．５Ｙ～５Ｙ 

１～９．５ 
６以下 ２．５ＹＲ～１０ＹＲ 

１０Ｒ 

上記以外 ２以下 

 

 

➎ 

自動 

販売機 

●自動販売機は，柾谷小路に面する部分に設置しないこと。やむを得ず設置

する場合は，建物と一体の意匠とすること。 

⓯ 

屋 

外 

広 

告 

物 

共通 ○非自家用広告物は，３階以上（工作物の場合は，地上１０ｍ以上のことを

いう。以下同じ）には設置しないよう努めること。ただし，講演会，展覧

会，音楽会等のためその会場の敷地内に表示し，又は設置する広告物等及

び冠婚葬祭又は祭礼のため一時的に表示し，又は設置する広告物等は除

く。 

⑯ 

屋上 

広告 

【表 示 数】●１面につき１広告内容（１広告主）であること。 
【表示内容】○ビル又は建物の名称及び社章等とするよう努めること。 
【高  さ】●15ｍ以下，かつ，地上から広告物等を設置する箇所までの 

高さの 3 分の 2 以下 
●地上から高さ 48 メートル以下 

【表示面積】●鉄筋コンクリート造若しくは鉄骨造又はこれらに類する強度

を持つ建築物を利用するもの：設置する１建物につき総表示

面積 300 平方メートル以内，かつ，１面あたり 100 平方メー

トル以内 
       上記以外のもの：設置する１建物につき総表示面積 30 平方

メートル以内 
【表示位置】●設置する建物の壁面の端から突き出さないこと。（照明機器

等を除く。） 

― 

⑰ 

― 

 

― 

― 

 

 

 

 

 

― 
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※巻付広告，直接塗装広告，袖付広告，野立て広告塔，野立て広告板，アーチ広告，アドバルー

ン，つり下げ広告，広告幕，はり紙，はり札，広告旗，立看板等は現状と変更なし。 
 
 
 
 
 

【そ の他 】○建築物の外壁面と連続した形状とするよう努めること。 
○骨組みは露出させないよう努めること。 
○照明方式はバックライト式又は箱文字内照式とするよう努

めること。 
○地色は建築物の外壁と同等の色彩又は白色とするよう努め

ること。 
○写真，人物及びキャラクターは使用しないよう努めること。 
●けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

⑰ 

⑰ 

⑰ 

 

⑱ 

 

⑱ 

― 

壁面 

広告 

【 高 さ 】●地上 15m 以下（自家用広告物等（ビル又は建物の名称及び

社章等に限る。）を除く。） 
【表示面積】●設置する壁面の面積の 4 分の 1 以内（複数設置する場合は，

壁面毎の総表示面積を対象とする。） 
【表示位置】●壁面の端から突き出さないこと。 

●窓又は開口部をふさがないものであること。 
【そ の他 】○３階以上の窓面には設置しないこと。やむを得ず設置する場

合は，切り文字又は箱文字とするよう努めること。 
○３階以上の広告物の照明方式は，バックライト式又は箱文字

内照式とするよう努めること。 
○３階以上の壁面に２個以上設置する場合は，位置を揃えるよ

う努めること。 
○３階以上の広告物は地色を建築物の外壁と同等の色彩とす

るか，切り文字又は箱文字とするよう努めること。 
○３階以上の広告物は写真，人物及びキャラクターは使用しな

いよう努めること。 
●けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと。 

― 

 

― 

 

― 

― 

⑧ 

 

⑲ 

 

⑲ 

 

⑲ 

 

⑳ 

 

― 

突出 

広告 
【表示個数】●柾谷小路に面して設置しないこと。ただし，１・２階部分で

１個あたり１㎡以下の場合はこの限りではない。 
      ●柾谷小路以外の面は１壁面につき３個以内（自家用広告物等

で，表示個数が新潟市屋外広告物条例別表２（２）条例第１

０条第２項第１号に掲げる広告物等の項の基準に適合する

ものを除く。） 
【突 出幅 】●１メートル以下 
【広告物の下端までの高さ】 ●歩道上：地上から２．５メートル 

●車道上及び歩車道の区分の無い道路：地上

から４．５メートル 
【そ の他 】○複数設置する場合は，位置を揃えるよう努めること。 

●けい光塗料又は反射塗料を使用しないこと 

 

 

― 

 

 

 

― 

― 

― 

 

㉒ 

― 
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（２）② 信濃川沿岸地区について

資料３

1



信濃川沿岸の景観規制の経緯

①Ｈ15年～：周辺から突出する高さの建築物の計画

②Ｈ18年：信濃川沿岸地区において景観ガイドラインを公表
➡ 建築物は「高さ５０ｍ以下」と規定

③Ｈ19年：景観計画の策定（信濃川沿岸地区は特別区域に移行）

【景観計画の抜粋】
●対岸からの眺望景観に配慮し，道路･隣地間の距離を確保して
背後の街並みが見えるよう努めること。

●対岸からの眺望景観に配慮し，長大な壁面は避け，開放感と
広がりのある景観となるよう努めること。

●スカイラインの連続性を保つため，高さを５０メートル以下とすること。

信濃川沿岸地区の現在の景観形成基準の概要

景観規制の経緯

2



見直しの経緯

景観計画に「長大な壁面を避ける」努力規定が
あるものの河川に対して横幅が長い建物が建築される

より質の高い景観を形成するため
景観計画の見直しの検討を開始

論点①「対象エリア」 論点②「建築物の高さ」
論点③「建築物の配置及び形態」 論点④「建築物の色彩」
論点⑤「屋外広告物」

河川に対して横幅が長い壁状の建物の景観イメージ

3



前回提案した見直しの基本的な考え方

横幅が長い壁状の建物を避ける
建築計画となるよう

「基準の設定」と「誘導策」が
必要では？

現状の姿

目指す（誘導する）姿

見直しの基本的な考え方

「空地（建物横幅）」 「緑化」
「外壁色彩」「屋外広告物」について，

新たな景観基準を設定し
この基準を満たした建物に対して

誘導策として
「高さ制限の緩和」をする

4



○空地を設けるには高さ制限の緩和など何らかの誘導策が
必要ではないか。

○空地を設ける場合，その空地が駐車場にならないような
工夫が必要ではないか。

○空地を設け緑化したほうが良い。

空地・緑化について

前回の審議会での主な意見

高さについて

○都市にはある程度の「猥雑さ」があっても良い。
○高さ制限は緩和せず，建物横幅の基準を厳格化すれば
よいのではないか。

○建物の高さは５０ｍで揃っているほうが良い。

5



○特別区域である信濃川沿岸地区が一般区域と同じ景観基準
であるのは良くないのではないか。

⇒色彩（工作物含む）と屋外広告物は建物の横幅や高さ
によらず見直しを検討

外壁色彩について

前回の審議会での主な意見

その他

○景観規制はビジョン等の目的に沿った内容となるのではな
いか。

6



都心周辺の都市政策の方針等

※都市計画マスタープラン・立地適正化計画等より

交流人口の拡大
⇒歴史文化を活かした景観の形成

古町地区

新潟駅周辺・都心軸

日本海拠点都市を印象付ける
⇒風格のある景観の形成

信濃川沿岸地区

自然環境の保全
⇒水辺と市街地の調和のとれた
景観の形成

万代・万代島地区

賑わいの創出

新潟駅

7



都心周辺の景観行政の取組み

H27：旧齋藤家別邸周辺，
R２：旧小澤家住宅周辺，特別区域指定

新潟駅周辺・都心軸

景観ガイドラインの策定中

H19：特別区域指定

H25：万代シテイ
広告物活用地区指定

新潟駅

古町地区

信濃川沿岸地区

万代・万代島地区

8



（参考）

大都市が目指す都市部の河川景観の例

ー東京都及び政令市の例－

9



東京都 隅田川（隅田川景観基本軸）

配置  壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保。

高さ・規模
 周辺建築物群のスカイラインとの調和を図り、著しく突出した

高さの建築物は避ける。

形態・意匠・色彩
 外壁は隅田川に面して長大な壁面を避けるなど、圧迫感の軽減

を図る。

公開空地・外構・緑化
 隅田川沿いにオープンスペースを確保する。
 敷地内はできる限り緑化を図る。

屋外広告物 ―（地域特性に応じた制限は無し）

景観形成の方針：水辺の開放感の確保と都市文化の調和

景観基準の概要

10



ホテルオークラ神戸
135m

配置
 隣接する建築物との隣棟間隔を十分確保する。
 壁面の位置は連続性を確保する。

高さ・規模  建築物群のスカイラインとの調和を図る。

形態・意匠・色彩  長大な壁面を避けるなど、圧迫感を感じさせない工夫をする。

公開空地・外構・緑化
 水辺に開かれたオープンスペースを設ける。
 屋上や壁面の緑化を積極的に検討する。

屋外広告物
 屋上広告は設置しない。
 地上10ｍ以上の広告物の色は彩度の高い色は１／３以下とする。

東京都 隅田川（水辺景観形成特別地区）

景観形成の方針：印象的で魅力的な景観の形成

景観基準の概要

11



配置  道路から出来るだけ後退する。

高さ・規模 ―（制限は無し）

形態・意匠・色彩  彩度６以下とする。

公開空地・外構・緑化  樹種も考慮して高木・中木・低木を適切に配置する。

屋外広告物
 自家用広告物のみ（一部の種類を除く）。
 広告物の地の色は建物壁面と同色とする。

大阪市 土佐堀川（重点届出区域）

景観形成の方針：潤いと風格を感じさせる都市景観の形成

景観基準の概要

12



配置  オープンスペースを確保する。

高さ・規模 ―（制限は無し）

形態・意匠・色彩
 大規模壁面は圧迫感を軽減するため、壁面の分節化を図る。
 色彩の明度は４以上，彩度は色相によって４，２又は１以下。

公開空地・外構・緑化  敷地内緑化をはじめ、屋上や壁面の緑化に努める。

屋外広告物
 屋上広告は河川から見える位置に設置しない。
 地の色は彩度10以下。

広島市 猿猴川ほか（景観計画重点地区）

景観形成の方針：自然環境を活かし安らぎや賑わいを創出

景観形成基準の概要

13



色彩・屋外広告物の基準について

14



やすらぎ堤対岸からの見え方

地上から約10ｍ（概ね建物３階レベル）のライン

対岸建物の地上10ｍ（３階）以下はあまり見えない

15



色彩の基準（案）

①無彩色は明度５以上，
②茶色系は明度８以上・彩度２以下 又は

明度５以上～８未満・彩度４以下
③その他の色相は明度５以上・彩度１以下とすること。

④無彩色か茶系は彩度６以下，それ以外の色相は
彩度２以下とする。（明度は1～9.5で共通）

※上記①～④以外の色の使用は３階以下の壁面とし，使用面積は当該壁面の５％以下する
※工作物にいては１０ｍ超は①～③，１０ｍ以下は④とする

３階以下

開放感を感じる明るめの色を使用する

茶系の例

□：３階以下 □：４階以上 ：現在

４
階
以
上

３
階
以
下

○△ビル

茶系以外の例

16

明
度

９

５

１

彩度N 1 2 3 4 6 N 1 2 3 4 6

９

５

１



現状 基準案

屋上広告の基準（案）

ビル名等以外は設置不可・広告物の高さは４ｍ

○△ビル

【広告形状・色彩】
建物に合わせる

○△観光
直進1kｍ

【広告高さ】
ビル高の2/3

【表示内容】
１面１広告内容

【広告高さ】
４ｍ以下

【表示内容】
ビル名など

【照明方式】
バックライト式
箱文字内照式

【広告形状・色彩】
基準無し

【照明方式】
基準無し

17



現状 基準案

壁面広告の基準（案）

設置高さは地上10ｍ以下（ビル名等は除く）

10m以下15m以下

○△ビル

○△cafe ○△観光

○△証券 ○△旅行

セール 営業中

【照明方式】
地上10ｍ超の
広告照明は

バックライト式
箱文字内照式

○△ビル

○△証券 ○△旅行

セール 営業中

【照明方式】
基準無し

18



現状 基準案

突出広告の基準（案）

設置高さは地上10ｍ以下

高さ制限
なし

10m以下

19



現状 基準案

野立広告の基準（案）

※電柱類広告，アーチ広告，アドバルーン，吊り下げ広告，広告幕，はり紙，はり札等，
広告旗，立看板は現在の基準のまま

設置高さは地上10ｍ以下

○△株式会社

15ｍ
以下

○△株式会社

10ｍ
以下

20



建物横幅（空地）・高さ・緑化の基準について

21



基準（案）の考え方について

現状 誘導する姿

道路

やすらぎ堤

信濃川

（努力基準）
・長大な壁は避ける
・緑化を行う

建物横幅を細くし，その分を建物の上に積上げる
生じた空地に緑化を行う

建物容積を一定として
「建物横幅と高さ」の
関係から数値基準を

設定する

敷地横幅

建物横幅

建物横幅

敷地横幅

空地に応じた
緑化率を
設定する

22



河川空間のバランス

00

●国土交通省「河川景観ガイドライン」（抜粋）

a. 4.0＜Ｄ／Ｈになると広がり感が卓越し開放的な印象
b. 2.0＜Ｄ／Ｈ＜3.5あたりで適度なバランス感
c. D／Ｈ＜1.5あたりで谷間のような印象

 萬代橋周辺の信濃川対岸建物間隔
＝約300mで計算すると

建物の高さ 空間のバランス感
高さ 75m以下 広がり感が卓越し開放的な印象

高さ 85〜150m 適度なバランス感

高さ 200m以上 谷間のような印象

【河川空間のバランス感】

23



「建物横幅」 「緑化率」 「高さ」の基準（案）

50ｍ以下

なるべく設ける

２／３以下

２０％以上

75ｍ以下

１／３以下

３０％以上

150ｍ以下

１／２以下

２５％以上

100ｍ以下

現在 追加する基準

※景観計画施行前に高さ50ｍを超えていた建物は，同じ高さを上限とした建替えを認める

長い壁を避ける

建物横幅（河川から見た，建物横幅／敷地横幅） ※地上10ｍ以上の部分に限る

緑化率（緑化面積／敷地面積） ※壁面緑化や屋上緑化も含む

高さ

「建物横幅・緑化・高さ」を１セットにした
３パターンの基準を新たに追加し，弾力化

緑地は
道路等から
見える位置

24



景観基準の見直しによる
景観の変化のシミュレーション
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見直しのイメージ① （萬代橋 橋詰からの眺め）

見直し前

見直し後

①色彩
明度3⇒8

②建物横幅
2/3程度

③建物高さ
50ｍ⇒75ｍ

特別区域外の
建物

(高さ100ｍ)

※建物容積は
一定
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見直しのイメージ② （萬代橋上流から下流方向の眺め）

販売中

①色彩
明度8⇒9
彩度4⇒1

②建物横幅
2/3程度

③建物高さ
50ｍ⇒75ｍ

④緑化
屋上緑化

○△ビル

①屋上広告
形状・色彩
変更

②壁面広告
設置無し

①建物横幅
1/3程度

②建物高さ
50ｍ⇒150ｍ

見直し前

見直し後

①色彩
明度8⇒9
彩度6⇒1

①色彩
明度8⇒9
彩度4⇒2

②建物横幅
1/2程度

③建物高さ
50ｍ⇒100ｍ

※建物容積は
一定

販売中
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見直しのイメージ③ （やすらぎ堤から対岸方向の眺め）

○△
ビル

□○△商事

①色彩
明度3⇒8
彩度6⇒1

②建物横幅
1/2程度

③建物高さ
50ｍ⇒100ｍ

④壁面広告
設置無し

①建物横幅
2/3程度

②建物高さ
50ｍ⇒75ｍ

①屋上広告
形状・色彩
変更

①色彩
明度8⇒9
彩度6⇒1

②建物横幅
1/2程度

③建物高さ
50ｍ⇒75ｍ

※建物容積は
一定

見直し前

見直し後 28



見直しのイメージ④ （萬代橋から上流方向の眺め）

※水色の建物は「特別区域範囲外」の建物

②建物横幅
1/2程度

③建物高さ
50ｍ⇒60ｍ

②建物横幅
1/2程度

③建物高さ
50ｍ⇒75ｍ

見直し前

見直し後

①色彩
彩度4⇒2
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パブリックコメント ・・広く市民から意見を募集

・・景観計画の改正案について
意見聴取

・・景観計画の改正案について
諮問，答申

都市計画審議会

景観審議会（諮問）

施行

（今回）景観審議会

信濃川沿岸地区における今後の流れ

・・景観計画の改正案について
意見聴取

30

（必要に応じ）景観審議会


